
 

 

 

 

 

 

「行事を通しての成長」 

小金井市立小金井第一中学校長 山中 栄治 

５月２９日（土）、半日に縮小した第７４回運動会を無事に終了することができました。

緊急事態宣言の延長に伴い感染防止を徹底して、保護者・地域の方の観戦をなくしての

開催でした。保護者の皆様には大変残念な思いをさせてしまい申し訳ありませんでした。 

 さて、２年振りの運動会は「勇往邁進 ～For The Victory～」をスローガンに、生徒会と運

動会実行委員会が練習から運動会当日までをそれぞれ分担しながら進めました。３年生２名による

選手宣誓は、最後の運動会に懸ける熱い思いが感じられました。また、この日のために、美術部が

全校スローガンを、各学級の生徒が、学級スローガンを描いてくれました。 

団体種目である全学年共通の「全員リレー」や「大なわとび」は、クラスの皆が呼吸を合わせて

一つになるために、作戦を練ったり、練習をしたりして成果を発揮しました。運動が好きな人も、

苦手な人も運動会当日までの過程で様々なドラマがあったからこそ、真剣に取り組む姿を作り出す

ことになったと思います。特に３年生は、最後の運動会、準備の段階から勝利を目指して頑張って

きました。全員リレーでのゴール直前の接戦や大なわとびの連続１００回越えなど、とても盛り上

がりました。実行委員長の「コロナ禍の中でも負けずにみんなが盛り上がればいい」との思いが、

全校生徒にも伝わったと思います。 

１学期は集団作りが大きなテーマとなります。行事を通して、努力の過程から生まれる団結と本

番で力を出し切ったという達成感を胸に、これからも充実した学校生活を過ごして欲しいと願って

います。 

【地震に備えての避難訓練】 

2018（平成30年）年6月18日午前７時58分頃、大阪府北部を震源として最大震度６弱の

地震が発生し、登校途中の女児が倒れた小学校プールのブロック塀の下敷きとなり亡くなりました。

報道直後、学校では、校内外の点検を行いました。 

新型コロナウイルス感染拡大が心配される中、もし大地震が起こったらと想像するだけでも恐ろ

しくなります。地震などの自然災害は、いつ、どこで起こるかわかりません。登下校の最中だった

り、友達と買い物をしていたり、電車やバスに乗っていたりと、考え出したらきりがありません。

いざという時のことを考えて行動していく必要があります。もしこのような事態になったときに一

番大切なことは、「自分の命は自分で守る（自助）」ことです。自分の命が守れてこそ、「他の人の

命を助け、まわりの人のために役に立つ（共助）」ことができます。 １０年前に発生した東日本大

震災の時も、中学生がお年寄りや幼い子供の避難を助けたことや避難所で物資の配給や清掃当番の

仕事で活躍したことが報道されました。中学生はこの「共助」の中心的な存在です。

学校では避難訓練や安全指導を毎月行っています。また、東京都からも防災ブック「東

京防災」が各家庭に配布されています。日頃から手元に置いて活用し、防災意識を高

めてください。 

学校だより 
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5月 29日（土） 

薄曇りで凌ぎやすい天候に恵まれ、２年ぶりの運動会が開催されました。

個人種目なし、無観客で午前中のみ…と例年とはかなり違った形での運動

会でした。にもかかわらず、生徒たちは全力で取り組みました。練習の成

果を発揮することができ、何かを得ることができたことを、各学年だより

からも伺うことができます。 

保護者、地域の皆様、当日に至るまでの御理解及び参観についての御協

力に感謝申し上げます。ありがとうございました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

第７４回運動会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

生徒総会 5月 21日（金） 
昨年度に続き、リモートでの開催でした。回を重ねて、生徒会本部役員も各クラスで運営した学

級委員もＺＯＯＭでの会議に慣れ、かなりスムーズに進行ができていました。質疑応答もしっかり

と練られていて、初めての１年生にとっても良い経験になりました。現在、前期委員会のスローガ

ンが生徒昇降口に掲示され、委員会活動も日々定着してきています。これからも、本部役員を中心

に、よりよい未来の一中を築いていってください。 

 

 

 

 

 

 

         

コロナ禍でいろいろな制限が設けられ、例年とは全く異なる形式での実施となった運動会でした。

去年の運動会は中止となったため、3学年のうち 2学年が運動会を経験したことがないうえ、限られ

た時間と少ない競技の中でどれだけのものが作れるか、そこが大きな課題でした。 

忘れられないのは、2回目の全体練習です。１回目の全体練習の反省を生かし、行進や体操の最中、

私語を一言も発さず真剣なまなざしで練習に取り組む生徒の姿が見られました。これは普通のことで

はないと思います。生徒が主体となり学年を超えて学校行事を作りあげようとする姿に頼もしさを感

じました。 

迎えた本番は一年のブランクを感じさせないほど、係の生徒が一生懸命動いていました。それ以外

の生徒も自席で学年を超えて声援や拍手を贈っている姿が見られました。クラス内でぶつかり合った

ことや上手くいかないこともあったとは思いますが、実行委員を中心に生徒が主体となって行事を行

ったというプロセスはきっと今後の生活に生きるものだと思います。改めて行事は子どもの成長に必

要不可欠なものであると実感しました。 

保護者の方々には、輝いていた一中生の姿を生でみていただくことが叶わず悔しかったですが、運

動会の実施について御理解御協力を賜り、感謝申し上げます。 

 保健体育科 中村一貴 



 毎月企画されていた避難訓練が、雨で延期になり、今月やっと校庭に避難することができました。

想定は、地震による避難でした。地震発生直後は、机の下にもぐり頭を守る。揺れが収まったら速

やかに、先生の指示に従って避難する。初めての訓練だったので、何分かかるかとても心配でした

が、結果は４分１９秒。約５００人が校庭に避難した結果としては、いいタイムでした。 

 災害に遭った時、大切なのは落ち着いて行動することです。訓練を重ねて、被害を最小限に食い

止められるよう協力していきましょう。 

 

  

活躍する一中生！ 

テニス部 

東京都中学校総合体育大会 

男子シングルス 

 ベスト８ →関東大会出場 

男子ダブルス 

  ・  ペア ベスト 16 

 

第８・１０ブロック大会 

 男子団体 準優勝 →都大会出場 

 女子団体 ３位  →都大会出場 

 

 

 

ソフトテニス部 

第１０ブロック中学校ソフトテニス夏季選手権大会

兼東京都中学校ソフトテニス選手権大会 

女子団体  ６位   →都大会出場        

個人   ・  ペア ベスト８ 

 

美術部 

運動会全体スローガンを作成しました。久しぶりのスローガン作成でしたが、全員で協力し、仕上げ

ることができました。（２頁参照） 

 

男子バレーボール部 

第１０ブロック選手権大会 

 予選 対 立川三中 〇  対 桐朋中  × 

25-16      19-25 

27-25      25-21 

          15-25 

           

決勝 対 小平四中 ×  対 サレジオ中 

16-25       4-25 

25-23       3-25 

13-25 

 

 

卓球部 

第１０ブロック夏季大会 

 男子団体Ａの部 準優勝 

 男子団体Ｂの部 優勝 

 男子個人の部  

  準優勝    

  ベスト１６      ・ 

  都大会代表      ・ 

 

 

サッカー部 

１０支部夏季選手権大会 

対 東中 ● 1-2   対 南中 △ 4-4 

対 緑中 ● 0-6 

避難訓練 6月8日（火） 


